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Abstrac 
In this paer ， the authors make a hypothesi of a factor model to stimulate student group work and examin the 
model by conducting questionaire surveys of undergaduate students who participated in a year-long project-based 
leaming at the Schol of Network and Information ， Senshu University. 51 students answerd two surveys on their 
experience and felings in the midle of and in the end of their project-based leaming. Our findings are as folows: (a) 
some portions of our initial model are suported ， (b) positive atmospher in a group and god task manget stimulate 
group leaming activities. The results indicate that students should make oportunities to have convivial metings and 
share recreational activities at a stage in the formation of their groups. Furthermoe ， task manget is an important 









































上の仮説を「グ、ルーフ。ワークの活性化モデ、ノレJ [図 1 ]と
呼ぶ。




















ロジェクト」を履修している 3 年生計 264 名。質問紙法





有効回答率 39 .4% 。
調査内容は、 全 56 問中 45 聞を「プロ ジェクト」の様
子や「フ。ロジェクト」 への取り組みの姿勢に関する項目
とし、 4 件法のリッカートスケールにより、回答を求め





因子分析の計算については SP( J apn Inc.} 
を使用した。初期解は主因子法により求め、 プロマック
ス回転を行った。因子数は 10 、寄与率は 59.1% となった。
[付表 1 ] 
第一因子は、「グループρワークが楽しいと感じる。」、「グ
ノレー プpの雰囲気が良いと思 う。 J といった、良いイメージ





























「自分は能動的な人間だと思う。」という 1 項目で、 く
自分への能動性イメージ> と名付けた。第九因子は、「作
業量が一部の人に偏っている。」、「メンバー全員が公平に













識>、く作業での個人の能動性>が抽出された [図 2] 。
F(96) = 34.2 28 R 2 = 0.45 
F(96) = 24. 192 R 2 = 0.420 
F( 96) = 32.489 R 2 = 0.4 96 
F(96) = 9.70 R 2 = 0.154 F(96) = 25.96 R 2 = 0.342 
・- p< .01 - p< .01 ・p<.05






まとまり > に関係していることがわかった[図 2 左上]。
この理由として、「集団が維持されていくと、その集団に
特有の雰囲気が形成されてくる。 Jとしづ集団雰囲気形成



















である。Locke (1 970) と Latham (1975) によれば、
目標をもつことがモチベーションの高揚につながるとい























ロジェクト J を履修している 3 年生計 264 名、「プロジ
ェクト J を履修し終えた 4 年生 247 名。
3 年生は、 質問紙法を用い、アンケート調査を 209






208 年 9 月上旬から 1 ヶ月間実施した。最終的に 38 名
が有効回答者となった。有効回答率 15 .4% 。























らなる 10 項目でまとまった。研究 1 で抽出されたくグ
ノレー フ。のまとまり > の項目が多く含まれた。研究 1 のく




































F(1 37) = 4. 971 R 2 = 0.4 91 
F(137) = 2 .745 R 2 = 0.323 
F( 137) = 63.5 63 R 2 =0.47 
F(137) = 24. 262 R 2 = 0.2 54 
H ・p< .01 ~ p< .01 ・p< .05















グループへの能動性 22 .897 22 .903 
*11.， ィフ裏-・ a '.別 鱒 1.7 41 
個人の能動性 9.333 9.387 
目標意識 9.5 8. 871 
自分へのポジティブイメージ 8. 018 8.16 









































タスク管理》であった[図 3 左上t ~ タスク管理》 に影
響を与えるものは、 《ポジティブな雰囲気》、《ネガテ
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5. 付録














2 3 4 5 8 7 8 自 10 
グル プーワー雰ク囲が気棄Iまし良いいとと・思じうる.. 0.941 -0 .296 0.052 0ー.067 0.160 0.053 0.064 0.08 -0.18 -0.0 
グル・ブの 0. 90: -0.267 -0.104 0.07 0.08 0.039 0.04 0.2 0.0 -0 .19 
このメンバーと・備にグループワークができて良かったと思う. 0.8 0.075 -0.14 0.0 -0 .024 0.046 0.109 -0.23 -0 .246 0.21 
メンバー問士l主、ーツクネームで坪ぴ合うことが多い. 0.81 0.17 0.316 -0 .148 -0 .193 0.085 -0.138 -0.175 0ー.024 0.069 
すグ}ルレー プーブにのワー一メンク体，は感tーおをのお暖こむじとるねをとう信きま組がくいしよって〈てあいる.る-
0.8 0.07 -0 .01 0ー.01 0.06 0.093 -0 .298 0.059 0.25 0.259 
0.57 日145 0.27 -0 .017 -0.04 -0 .148 0.083 0.105 0.138 0ー.138
グ)L-フの 0.54 0.19 0.086 0.73 -0.101 -0 .083 0.246 -0 .271 0.06 -0.047 
夏グル蚕以・フ外ワのー時ク間1孟も全、体よく的会に・~を'しーでてあいるる.. 0.13 0.72 -0.017 0.176 -0 .034 -0 .064 0.45 -0 .078 -0 .10 0.12 
-0.27 0.58E 0.12 0.38 0.124 0.069 0.075 -0.11 -0.16 0.14 
銀.以外によ〈レクリヱーションをする. 0.031 0.521 0.031 -0 .028 -0.67 -0 .235 0.140 0.257 -0.260 0.035 
メンバ作ー集全を員すがるしとっきか、りと情織を共有できている. 0.08 O.50E -0.13 -0.02 0.103 0.146 -0 .073 0.183 0.120 0.108 
分担 、その仕司匹はふさわしい人に復り分けられている. 0ー.08 O.駒 0.043 -0.15 -0 .01 0.059 0.246 0.105 0.04 -0.058 
グループはよ〈まとまっている. 0.39 
O0A .純St 4 
-0.01 -0.03 0.01 -0 .139 0.125 -0 .131 0.197 -0.061 
メンハ 聞の.思疎通 lま十分にとれている. 0.274 -0.271 0.01 0.079 0.101 0.04 -0.03 0.57 0.05 
e先生が会随で助冒する頒度が多い. -0.084 0.321 0ー.0 0.13 0.30 0.254 -0 .143 -0.26 0.139 -0.121 
思自分いつのいJ!た宮こ内と容はに、す自慣ぐにが実あ行るに. 移すタイプである.
-0.06 0.15 0.7 -0.043 0.078 0.039 -0.10 0.249 -0.135 -0 .108 
0.087 -0.034 0.87 0.134 0.048 -0 .110 0.108 -0 .081 0.159 0.121 
企画には自分の考えが反映されている. 0.12 -0 .092 0.48 0.35 0.161 -0.02 0.172 -0.018 -0 .048 -0.058 
興自疎分をは持何っかたをこ作とりに上はげ、る積こ極と的のにで取きりる組人む間Iだまうとだ思.う. 0.156 0.0 0.45 0.056 
-0.015 0.051 -0 .104 0.352 -0.012 0.059 
0.18 -0.18 0.38 0.037 -0 .06 0.25 0.296 -0.204 0.067 0.06 
った るーために自らアクションを起こす. 0.053 0.09 0.106 0.835 0.147 0.18 0.018 0.014 0.031 0.01 
0ー.056 -0 .03 0.181 0.740 -0 .126 0.09 -0 .05 -0.08 0.12 -0.106 
0.27 0.024 -0.245 0.16 0.079 0.029 0.061 -0.067 -0.23 会$"副.でやでの授 l主，SEE 、冨のい頒つ肉度も外特Iをま定関多のわい人ず.た、自ちしか発冒しない.
分から他のメンバ に也カを呼びかける. 0.169 0.20 0.01 
00 .. 33432 g 
-0.034 -0.03 -0.25 0.283 -0.14 0.05 
本グル 開フワ -写ク EにEおEいてて辛ストいレとス軍をじ慮たじこたとこがとあがるあ. 













0.029 -0 .06 0.136 -0.01 自 0.95 -0.105 -0 .078 0.21 -0 .032 0.064 
0.057 0.173 0.079 -0.16 0.78 -0 .016 0.036 0.017 -0 .051 0.024 
0.11 -0.01 -0.073 -0.179 0.4 0.027 0.284 -0.140 0.125 -0.201 
0.058 0.02 -0.03 0.031 0.25 0.90 0.103 0.147 0.093 0.19 
-0.042 0.192 -0 .045 0.059 -0.096 0. 4E 0.253 0.10 0.021 O.OIC 
-0.049 -0.09 0.29 0.092 0ー.021 0.43~ -0 .035 0.38 0.023 -0.15E 
0.04 1 0.249 0.03 -0 .031 0.01 -0.14E 0.83 0.08 0.01 0.07e 
0.02 0.12C -0 .068 0.349 0.051 -0.05 0.47E 0.210 0.018 0.15S 
-0.176 0.03 0.382 0.019 0.151 0.09 0.45 0.031 0.129 0.21 
0.07 -0 .014 -0 .04 -0 .20 -0.168 0.237 0.38 0.381 -0.029 0.04E 
0.079 -0 .07 0.03C 0.137 -0.03 0.13 0.38 0.23 0.64 0.064 
-0.149 -0 .043 0.048 0.021 0.130 -0.087 0.04 0.8 0.057 0.076 
-0.042 -0 .174 0.5 0.02 -0.09 -0.06 0.078 0.06 0.892 0.075 
0.4 89 -032 -0.043 0ー.06 0.06 -0.07 -0 .10 0.162 0.508 0.13 





0.29 0.39 0.029 0ー.084 0.046 0.269 -0.065 0.53 累積寄与率|
寄与寧 26 .1 10 .3 4.17 3.83 3.18 2.91 2.52 2.24 1. 9 1.7 9 
11 1. 0 
21 0.83 1.0 
0.16 0.083 1.0 
0.257 0.19 0.357 1. 0 
0.18 81 0.18 -0.29 -0.161 1.0 
0.36 51 0.429 0.281 0.301 0.07 1. 0 
0.4 31 0.326 0.318 0.38 0.087 0.478 1.0 
81 0.308 0.287 0.329 0.306 -0.247 0.381 0.316 1.0 
91 0.48 0.425 -0 .016 0.019 0.23 0.3 ∞ 0.26 0.056 1.0 
la1 0.07 51 0.6 0.17 41 0.092 -0 .028 0.078 0.084 0.047 0.01 1.0 
(注)※印は逆転 項 目
因子間相関の うち、因子 1 と因子 2 の相関が 0.638 と強
い相関がみられた。
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2 3 4 5 6 7 
|グループワークが楽しいと感じる。 0.867 0.062 0.102 0.193 -0.12 -035 一0.13
』のメンI~ーと一正喜緒喜に恵グEループワークができて良かったと思う。 0.849 一0.07 0.027 0.10 0.03 一0.053 -0.143 
|グループに一体 るときがよくある。 0.842 一0.03 0.051 0.021 -0 .086 -0 .042 0.035 
|グループの雰囲気は良いと思う。 0.807 一0.69 0.074 0.074 一0.074 0.025 0.057 
|グ Jレー プはよくまとまっている。 0.719 一0.09 0.078 0.157 一0.054 一0.054 0.267 
|グループのメンI~ーの』とを信頼している。 0.71 -0 .105 -0 .03 0.087 0.142 -0.16 一0.19
|グループワークはおおむねうまくいっている。 0.65 (J 一0.101 -0 .034 一0.08 -0.61 0.063 0.37 
メンバー同士は、ーツクネームで呼び合う」とが多い。 0.637 0.178 一0.143 一0.151 一0.167 0.109 -08C 
|グループワークは全体的に活発である。 0.56E 0.79 一0.29 一0.14 0.071 0.07 0.329 
メンバー聞の意思疎通は十分にとれている。 0.542 0.145 0.094 一0.150 0.129 0.90 0.26 
|思いついたことは、すぐに実行に移すタイプである。 一0.01 0.913 0.10 ー0.281 -0.60 一0.10 ー0.067
会櫨が行き詰まったときそれを打開するために自らアクションを起』す。 -0.04~ 0.75S 一0.137 0.154 0.57 一0.097 0.04C 
会信での発言頻度は多い。 0.09~ 0.673 -0 .18 0.217 ー0.02 一0.09 0.108 
困っている人がいたときには、助けるようにしている。 0.081 0.501 0.84 一0.158 0.16 0.208 一0.11
自分から他のメンバーに話しかけている。 0.101 0.48C ー0.04 一0.145 0.19 0.29 一0.369
会強や授業の内外を問わず自分から他のメンバーに協力を呼びかけた。 -O .OH 0.471 0.012 0.129 0.261 一0.024 -0 .06~ 
自分は能動的な人間だと思う。 一0. 12~ 0.44~ 0.105 一0.019 一0.036 0.304 0 . 04~ 
PJf こ関する問題が発生したときは、積極的に解決を鼠みている。 -0.021 0.4 1f 一0.06 0.250 0.279 一0.075 0.217 
本グループワークにおいて辛いと感じたことがある。 一0.051 一o.om 0.8 4C ー0.19 0.054 0.05 一0.04C
*EZ グFループワークにおいてストレスを感じたことがある。 0.13 一0 .04~ 0.7H 一0.06 一0.056 0.07 0.05 
ループのあるメンバーが自己中心的な行動をとることがある。 0.179 一0.04 ，0.45~ -0 .017 0.024 -0 .036 0.13 
授業以外の時間も、よく会組をしている。 0.267 一0.02C -o.34~ ー0.210 0.21 1 0.091 0.09 ， 
企画には自分の考えが反映されている。 0.097 -0 .032 ー0.09 0.95~ -0.048 -0.74 一0.06C
割り緩られた仕事は、積極的に行っている。 0.045 一0.184 0.101 0.521 0.30 0.284 0.06 
興味を持ったことには、積極的に取り組むほうだ。 0.096 0.318 0.036 0.408 0.07 -0 .074 一0.273
|グループ肉の短期的目標を意隠して作業している。 一0.137 0.106 0.32 0.012 0.726 一0.104 0.169 
|グループの最終目標(最終発表会など)を窓際して作業している。 一0.026 0.038 0.023 -0 .012 0.637 0.061 一0.019
責任感を持って作業に取り組んでいる。 一0.20 一0.029 0.038 0.079 0.42 0.41 一0.152
[自分は協間性のある入間だと思う。 0.07 一0.02 0.09 一0.091 0.056 0.73 0.031 
自分は何かを作り上げることのできる人間だと思う。 0.021 0.172 一0.063 0.25 -0.257 0.539 0.03 
自分の発宮内容に自信がある。 一0.182 0.304 -0.01 0.321 一0.26 0.342 0.9 
メンハ・全員がしっかL できている。 0.29 0.210 0.105 0.12 0.214 0.121 0.54E 
メンバー全員が公平に作業を分担している。 0.286 0.15 0.294 一0.160 -0 .051 -0 .056 0.39E 
権作業量が一部の人に個っている。 0.185 0.67 0.271 一0.036 一0.076 -0 .062 0.35~ 
分担作業をするとき、その仕事はふさわしい人に撮り分けられている。 0.163 0.174 0.198 0.160 0.270 0.013 0.281 累積寄与率|
寄与率 23 .6 14 .9 5.01 3.80 3.17 2.60 2.06 
1.0 
2 0.191 1.0 
4 0.352 一0.159 1.0 
4 0.09 0.4 71 ー0.048 1.0 
5 凶 0.4 54 0.206 -0 .07 0.106 1.0 
0.86 0.& 1. 一0.102 0.359 0.26 1.0 
0.36 0.173 0.265 0.048 0.148 0.02 1.0 
(注)※印は逆転項目
因子間相関の うち、因子 2 と因子 6 の相関が 0.516 と強
い相闘がみられた。
